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http://www.f-rotary.com/
【事務所】福島市栄町5-1 ホテル辰巳屋 7F  【例会日】木曜日12：30
【TEL】024-524-1010　【FAX】024-524-1011　【mail】f-rotary@guitar.ocn.ne.jp　info@f-rotary.com

■ 例会日／2015年3月26日（木）　■ 開会点鐘／18：30
■ 会場／ホテル［辰巳屋］8F号第
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和
の
心
で

  
日々

燭
を
掲
げ
よ
う

本日の
プログラム
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渡邊 又夫 会員
創立記念夜間例会
創立64周年記念例会にあたりスピーチ

創
立
記
念
例
会
に
あ
た
り

 

二
〇
一
四

－

一
五
年
度
会
長　

丹
治 

正
博

　

本
日
は
、
福
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立

六
十
四
周
年
記
念
例
会
に
あ
た
り
、
お
客
さ
ま
と

し
て
、
県
北
第
一
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
久
米
允
彦

様
を
始
め
、
分
区
幹
事
様
、
ま
た
第
一
分
区
内
五

ク
ラ
ブ
の
会
長
・
幹
事
の
皆
さ
ま
方
の
ご
臨
席
を

仰
ぎ
、
盛
大
に
開
催
出
来
ま
す
こ
と
は
洵
に
有
難

く
、衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
は
、
識
字
率
向
上
月
間
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
識
字
率
の
向
上
は
昭
和
六
十
一
年
以
来
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
強
調
事
項
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
に

よ
る
と
、
世
界
で
九
億
人
以
上
の
人
々
は
読
み
書

き
が
で
き
ず
、
そ
の
三
分
の
二
は
女
性
と
の
こ
と

で
す
。識
字
率
の
高
低
が
、文
化・経
済
力
の
高
低
、

さ
ら
に
は
先
進
・
発
展
途
上
国
と
重
な
っ
て
い
る

こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
世
界
の

紛
争
地
域
が
、
識
字
率
七
十
％
以
下
の
地
域
と
重

な
っ
て
い
る
の
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
和
言
葉
の
お
話

　

さ
て
、
日
本
人
に
と
っ
て
識
字
率
の
向
上
と
申

し
ま
し
て
も
、
今
ひ
と
つ
ピ
ン
と
来
ま
せ
ん
が
、

私
は
以
前
か
ら
日
本
語
の
乱
れ
が
気
に
掛
か
っ
て

お
り
ま
す
。
若
者
を
中
心
と
し
た
語
彙
の
貧
困
さ

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
招
き
、
陰
湿

な
イ
ジ
メ
な
ど
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
久
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
日
本

人
に
と
っ
て
、
母
国
語
で
あ
る
日
本
語
そ
の
も
の

の
理
解
力
、
表
現
力
の
向
上
が
必
要
だ
と
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
私
は
仕
事
柄
、「
大
和
言
葉
」と
の

関
わ
り
が
深
い
の
で
す
が
、
太
古
の
日
本
人
が
創

り
出
し
た
日
本
固
有
の
美
し
い「
大
和
言
葉
」は

私
た
ち
の
心
に
沁
み
る
も
の
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
日

頃
か
ら
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
私
た
ち

日
本
人
が
意
識
し
て
使
い
た
い「
大
和
言
葉
」を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
好
き
な
「
大
和
言
葉
」

　

私
の
好
き
な
「
大
和
言
葉
」

「
む
べ
な
る
か
な
」

「
む
べ
な
る
か
な
」

　
驚
い
た
り
感
心
し
た
り
し
た
事
柄
に
つ
い
て
、事
情

　
驚
い
た
り
感
心
し
た
り
し
た
事
柄
に
つ
い
て
、事
情

が
わ
か
っ
て
、な
る
ほ
ど
、と
い
う
時
に
発
す
る
言
葉
。

が
わ
か
っ
て
、な
る
ほ
ど
、と
い
う
時
に
発
す
る
言
葉
。

「
あ
ま
つ
さ
え
」

「
あ
ま
つ
さ
え
」

　

過
去
に
体
験
し
た
困
難
な
こ
と
の
中
で
、「
さ
ら

　

過
去
に
体
験
し
た
困
難
な
こ
と
の
中
で
、「
さ
ら

に
」の
代
わ
り
に
使
う
言
葉
。

に
」の
代
わ
り
に
使
う
言
葉
。

「
た
ま
さ
か
に
」

「
た
ま
さ
か
に
」

　

も
し
か
し
て
、ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、な
ど
、あ
る
事

　

も
し
か
し
て
、ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、な
ど
、あ
る
事

柄
が
偶
然
起
き
る
こ
と
へ
期
待
し
て
い
る
時
に
使
う

柄
が
偶
然
起
き
る
こ
と
へ
期
待
し
て
い
る
時
に
使
う

言
葉
。

言
葉
。

「
こ
の
う
え
な
く
、こ
よ
な
く
、い
た
く
」

「
こ
の
う
え
な
く
、こ
よ
な
く
、い
た
く
」

　

若
者
が
チ
ョ
ー
お
い
し
い
、
な
ど
高
い
評
価
を
す

　

若
者
が
チ
ョ
ー
お
い
し
い
、
な
ど
高
い
評
価
を
す

る
時
に
使
う
言
葉
。

る
時
に
使
う
言
葉
。

「
よ
う
こ
そ
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

「
よ
う
こ
そ
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

　
客
が
来
て
く
れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
れ
に
費
や

　
客
が
来
て
く
れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
れ
に
費
や

し
た
体
力
と
時
間
に
も
目
を
向
け
て
感
謝
す
る
言
葉
。

し
た
体
力
と
時
間
に
も
目
を
向
け
て
感
謝
す
る
言
葉
。

「
ご
ゆ
る
り
と
」

「
ご
ゆ
る
り
と
」

　

く
つ
ろ
ぐ
に
一
言
つ
け
る
際
に
用
い
る
心
を
癒
す

　

く
つ
ろ
ぐ
に
一
言
つ
け
る
際
に
用
い
る
心
を
癒
す

優
し
い
言
葉
。

優
し
い
言
葉
。

「
ほ
ん
の
お
口
汚
し
で
す
が
」

「
ほ
ん
の
お
口
汚
し
で
す
が
」

　

少
量
の
菓
子
な
ど
を
出
す
と
き
に
、
わ
ず
か
な
量

　

少
量
の
菓
子
な
ど
を
出
す
と
き
に
、
わ
ず
か
な
量

で
す
が
と
い
う
謙
遜
の
言
葉
。

で
す
が
と
い
う
謙
遜
の
言
葉
。

「
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
に
」

「
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
に
」

　
よ
り
礼
儀
正
し
い
感
謝
の
言
葉
。

　
よ
り
礼
儀
正
し
い
感
謝
の
言
葉
。

「
お
心
に
か
け
て
い
た
だ
く
」

「
お
心
に
か
け
て
い
た
だ
く
」

　
よ
り
深
い
敬
意
と
感
謝
を
表
す
と
き
の
言
葉
。

　
よ
り
深
い
敬
意
と
感
謝
を
表
す
と
き
の
言
葉
。

「
お
身
体
を
お
厭
い
く
だ
さ
い
」

「
お
身
体
を
お
厭
い
く
だ
さ
い
」

　

手
紙
の
結
び
の
言
葉
と
し
て
大
和
言
葉
の
柔
ら
か

　

手
紙
の
結
び
の
言
葉
と
し
て
大
和
言
葉
の
柔
ら
か

い
響
き
を
生
か
し
た
言
葉
。

い
響
き
を
生
か
し
た
言
葉
。

「
い
み
じ
く
も
、ま
さ
し
く
」

「
い
み
じ
く
も
、ま
さ
し
く
」

　
ま
さ
に
、ま
っ
た
く
と
の
意
味
を
上
品
に
表
す
言
葉
。

　
ま
さ
に
、ま
っ
た
く
と
の
意
味
を
上
品
に
表
す
言
葉
。

「
よ
し
ん
ば
」

「
よ
し
ん
ば
」

　
仮
に
、悪
い
方
向
の
仮
定
に
つ
い
て
の
み
使
う
言
葉
。

　
仮
に
、悪
い
方
向
の
仮
定
に
つ
い
て
の
み
使
う
言
葉
。

「
言
わ
ず
も
が
な
」

「
言
わ
ず
も
が
な
」

　
言
う
ま
で
も
な
く
、も
ち
ろ
ん
の
こ
と
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、も
ち
ろ
ん
の
こ
と
。

「
鑑
み
て
」

「
鑑
み
て
」

　

参
考
に
す
る
と
、
先
例
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ

　

参
考
に
す
る
と
、
先
例
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
考
え
る
意
味
の
言
葉
。

て
考
え
る
意
味
の
言
葉
。

「
胸
に
迫
る
」

「
胸
に
迫
る
」　
感
動
す
る
の
意
。

　
感
動
す
る
の
意
。

「
折
り
合
う
」

「
折
り
合
う
」

　
妥
協
す
る
に
近
い
意
味
だ
が
、引
き
下
が
っ
た
の

　
妥
協
す
る
に
近
い
意
味
だ
が
、引
き
下
が
っ
た
の

で
は
な
く
大
人
の
対
応
と
の
印
象
を
与
え
る
言
葉
。

で
は
な
く
大
人
の
対
応
と
の
印
象
を
与
え
る
言
葉
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
日
常
の
生
活
の
中
で
使

う「
大
和
言
葉
」に
は
美
し
い
響
き
と
、日
本
人
の

奥
ゆ
か
し
い
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り

で
す
。今
こ
そ「
大
和
言
葉
」の
素
晴
ら
し
さ
に
気

づ
き
、私
た
ち
一
人
一
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、家
庭
の
平
和
、

職
場
の
平
和
、社
会
の
平
和
、そ
し
て
世
界
平
和
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
後
ほ
ど
当
ク
ラ
ブ
三
番
目
の
古
参
会

員
で
あ
る
渡
邊
又
夫
会
員
に
よ
る
記
念
ス
ピ
ー
チ

が
ご
ざ
い
ま
す
。
創
立
記
念
例
会
の
意
義
と
申
し

ま
す
の
は
、
創
立
当
時
よ
り
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
歴
代
の
諸
先
輩
の
皆
さ
ま
の
ご
労
苦
に

思
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
福
島
ク
ラ
ブ
が
創
立

以
来
育
ん
で
来
た
福
島
ク
ラ
ブ
魂
を
継
承
す
る
た

め
に
、
私
ど
も
現
役
会
員
一
同
が
覚
悟
を
新
た
に

す
る
場
で
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。「
温
故
知

新
」、「
不
易
流
行
」の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、渡
邊

又
夫
会
員
の
お
話
を
拝
聴
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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理事長）、電電公社井上氏（NTT東社長）や、開かれた日銀を実践
してくれた大浦氏、伊佐山氏、福島高校のラグビー部強化に尽力
してくれた野村証券石井氏などいまでも交友が続いています。
　田中善六（83～84）ガバナーは陸軍士官学校卒の軍人でし
たが、正義感と慈愛に満ちた真に立派な方で、内外の多くの
会員の尊敬を集めました。この度その㈱クラロンさんが極め
て名誉ある賞を受けられたのも偏に田中氏の功徳によるもの
です。R.Iに通じる方から、「田中氏がもし英語が話せたら、間
違いなくR.I会長になったであろう」と聞かされました。この
田中氏と同じ誕生日で幼少からの親友だったのが中村忠司氏
（84～85）。田中氏の剛に対して中村氏は柔で、幾つかの詩集
を出された文人で、例会の会長スピーチは菊池四郎氏（民報副
社長）が激讃しておりました。例会場が大町中合（現サンルー
トプラザ）から辰巳屋に移ったのもこの年度でした。
　渡辺正之氏の良き相棒であった鈴木守氏（90-91/公認会計
士）も文人でした。例会卓話に努力を払い、S.ウルマンの「青春
とは」を紹介し、特別攻撃隊の基地を訪ねて涙ながらのスピー
チ、後の名著「知覧に翔ぶ」は氏の面目躍如たるものでした。
　平成に入りソ連邦とバブルの崩壊が始まりましたが、平成3
年（1991）の創立40周年は盛大に挙行され、皇太子ご成婚の
喜びとバブル余熱か、阿久津肇会長年度（平成5～6）には会
員108名に達しました。
　2000年、創立50周年（阿久津実行委員長）が開催され、半
世紀に及ぶ福島クラブの栄誉を称えました。当該年度会長の
木下隆氏（00～01福島民友）はロータリーの奉仕を見事に
具現し、後にクラブの名誉会員に推挙されました。この頃、興
銀・富士・一勧の合併、信託銀行の撤退など金融再編の波が
襲い会員の減少が始まりました。そのなかでも日銀安永氏の
国際音楽祭開催の実践行動、NHK井原氏の阿武隈川浄化キャ
ンペーンは地域に大きな刺激を与えました。
　2002-03年阿久津肇ガバナーは東北一級河川のなかで最
悪の阿武隈川汚染についてシンポジウムを開催、翌年あぶく
ま清流協議会を発足させ、10年に及ぶ様々な活動が実り昨今
の美しい川に蘇りました。2003年の正月でした。渡辺正之氏
葬儀の夜、親友鈴木守氏も追うように逝き、壮烈な二人の死に
在京元ロータリアン多数が葬儀に参列しました。
　2005年は国際ロータリー創立100周年でした。茂庭さく
ら百本植樹計画、比国マリキナRCとの双子締結がありました
が、バブル崩壊とデフレ不況の波は激しく、この頃から会員は
80名を切り、しばらく会員増強の進まない歳月が続きます。
そしてやがて、福島クラブは平成13年（2011年）創立60周
年を迎えることとなります。
　周到な計画と万全なリハーサルを繰り返し、3月24日の当
日を待つばかりとなりました。ところが…嗚呼。（了）

本 日 の プ ロ グ ラ ム

創立記念卓話
福島クラブを支えた人々

渡邊　又夫 会員（在籍40年）
　創立は終戦昭和26年（1951）1月創立、認証日の3月23
日を創立記念日とし、登録番号は7734、会員は32名でした。
創立については阿久津PGや今井吉之会員が詳細に述べてい
るので、創立後64年に及ぶクラブの歴史を概観してみたいと
思います。
　クラブ設立後の9月、日本はサンフランシスコ講和条約を
結び国際社会に復帰しましたが、それに先立って世界平和を
標榜するロータリーに福島が加盟したことは先達の慧眼であ
り大いに誇っていいと思います。初代から3代会長を務めら
れた岩永幾太郎先生は市民の誰もが知る大御所でありました。
　約10年後北クラブが誕生しました。当時、クラブの地域割
りは厳格で、路面電車の路線（駅東口～日銀前～明治病院/福
島日産前～競馬場前）が境界でしたが、日本銀行と東邦銀行は
福島クラブに残りました。前後して村上正徳氏が352地区（東
北6県）ガバナーに就任されました。氏は1979年亡くなりま
すが、時の会長金子與志雄氏が述べた弔辞でそのお人柄が偲
ばれます。「全会員に公平で慈しみ深く、また厳しい父親のよ
うな方で、物事の道理は明快でかつ説得力のある優れた指導
者でした」。
　74～75年度ガバナー大原甞一郎先生は㈶大原病院院長で
す。欧米事情に詳しく、米国加州のサンバナディーノRCとの
ロータリアン子弟による短期交換は約20年以上続きました。
岩山会員は同市の高校卒業ですが、少子化が進み中断しまし
た。合唱王国福島の祖である高野廣治氏（81～82年度会長）
の欧米3度の演奏旅行を支え、また緑ヶ丘（現東稜）高校のI.A
の創設など青少年育成にも尽力されました。
　今年で39回を数える東京交歓会は渡辺正之氏（74～75年
度会長）の発案でした。「送別会でサヨナラは寂しい、東京で年
1回集まろう !」との提案を受け、東京へ戻った富士銀行冨田
昭氏が奔走し、77年6月グランドパレスで開催しました。以
来、他に類を見ない福島クラブの伝統行事として今も続いて
いる訳です。
　この頃、御倉町に日銀、興銀、富士の支店長宅が並んでいて、
支店長交際費も当時たっぷりあったのか、良く酒を飲んだもの
です。特に渡辺正之氏と前郵政事務次官の神山文男氏（TUF初代
社長）とは息が合って、おでん「たこ寅」の常連でした。当時、転
勤となると盛大な送別会が開かれ、福島駅のホームに100人を
超える人々が見送ったものです。在来線の日銀舟山氏が最後で、
1982年新幹線が開通するとその慣行は直ぐになくなりました。
　小生にとっては昭和2桁会の農林中金栗林氏や石原氏（共に副
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福島ロータリークラブ百科
　福島ロータリークラブは創立64周年を迎えました。
会員として知っておくべきクラブの基礎知識をまとめ
ましたので、座右に置いて頂ければ幸いです。

創　立

　昭和26年（1951年）1月1日創立　RI加盟承認昭
和26年（1951年）3月23日東京RCと仙台RCのス
ポンサーにより、世界で7734番目、日本で53番目、
東北で5番目（郡山RC仙台RC盛岡RC山形RCに次い
で）、福島県内で2番目に誕生。同年3月23日にRI認
証。特別代表柏原孫左衛門（東京RC）佐々木孝三郎（仙
台RC）チャーターメンバーは32名。
※創立時の会員数には諸説あり。

伝統のクラブ旗

登録番号7734　昭和26年に全国で20クラブが創立
されたが、この年6月限りで新設クラブに付与してい
たRIの登録番号が廃止された。福島県内でRI登録番号
を持つクラブは福島と郡山の2クラブのみ。昭和26年
に登録番号を付与された日本国内のクラブは12、福島
クラブの前後は、水戸RC（7724）、長浜RC（7735）。

クラブバナー

　福島の象徴「吾妻小富士」と県花「ネモトシャクナゲ」
を図案化

スポンサーを務めたクラブ

　 飯 坂（19586/5）・ 二 本 松（19623/9）・ 福 島 北
（19633/11）相馬（19646/8）保原（19656/24）会津
坂下（19673/18）福島南（19714/8）川俣（19808/12）
福島西（19841/30）福島中央（19906/4）の10クラブ

クラブ名の表記

　現在は、「福島ロータリークラブ」が正しい。「福島
ロータリー・クラブ」は旧表記。
※2013年10月10日付国際ロータリー日本語課よりの
「標題に関する中黒（・）の使用方針変更」の通達による。

歴代会長の数

　初代の岩永幾太郎会長（※1950-53年度まで3期会
長を務める）から2014-15年度丹治会長まで63人の
会長。当クラブでは、「第〇〇代会長」との呼称は用いな
いのが慣例。

オリジナルのクラブソング

　福島クラブでは、クラブ創立20周年（1971年）に、ク
ラブの歌として昼の例会用と、夜の懇親会用の二曲を作
ることになり歌詞を募集しました。その1つが西形政次会
員（福島西・西形会員の父君）の「福島ロータリーの歌」で
あり、他の1つが中村忠司元会員の「どんと行こうよロー
タリー」で、それに高野廣治会員（たかのこうじ、1981-
82年度会長、1985-86年度分区代理）が曲をつけたので
す。曲の趣から「福島ロータリーの歌」は昼の例会で、「ど
んとゆこうよ」は夜の例会で歌うことになりました。作曲
者の高野廣治さんは福島高商（現福大経済）卒の全くのア
マチュアでありましたが、独学で学び、自らFMC混成合
唱団を主宰し、やがて全日本合唱コンクールにおいて金賞
または1位13回という前人未到の偉業をなしとげ、合唱
王国福島の基礎を作った方です。「福島ロータリーの歌」

は、毎月の最終例会で歌うことが慣例となっています。

歴代ガバナー

村上正徳（1963-64）　大原甞一郎（1974-75）
田中善六（1983-84）　阿久津　肇（2002-03）

歴代分区代理

小泉武雄（1973-74）　田中善六（1979-80）
髙野廣治（1985-86）　遠藤辰一郎（1987-88）
阿久津　肇（1995-96）　脇屋隆治（1997-98）
白岩康夫（2000-01）

歴代ガバナー補佐

八子英器（2004-05）　渡辺健寿（2011-12）

インターアクトクラブ

福島東稜高等学校インターアクトクラブ
1971年（昭和46年）12月11日発会。

ローターアクトクラブ

福島学院大学ローターアクトクラブ
1986年（昭和61年）5月14日発会。

双子クラブ

　双子クラブのきっかけは、阿久津ガバナー年度のRIス
ローガン「慈愛の種を播きましょう」により国際奉仕委員
会加藤義朋委員長のもと、2002年10月にGSE3800地区
フィリピンメトロマニラ地区を受け入れました。その時の
RI3800地区ガバナーエフレン・グスマン氏との友情によ
り、ロータリー100周年（2005年）記念事業としてマリキ
ナRCとの双子クラブ締結となりました。その後2004年
11月21日、渡邊又夫会長・佐藤英典国際奉仕委員長によ
り双子クラブとして、十分な教育を受けられない子供たち
への支援事業を推進する協定書を交換したのが始まりで、
平成25年で双子クラブ3回目の更新調印を済ませました。

東京交歓会

　福島RC独自の行事。当クラブは土地柄、中央金融機関
や電力、通信会社の支店長が多く入会されることから、転
勤で東京に戻られた元会員が多く、そうした方々との絆を
大切にするために、当時の渡辺正之会長（1974-75年度）
らを中心に始められ、37年の歴史を刻んで参りました。
第1回開催は1977年（昭和52年）6月18日、ホテルグ
ランドパレス。平成23年の第35回は東日本大震災によ
り中止。平成27年の第38回は初の金曜日開催の予定。

マスコミ懇談会

　2002-03年度河田　亨会長年度に立ち上げられた当
クラブ独自の行事で、地元メディアと福島RCとが、一
年に一度懇談会を開催して、当クラブの活動や行事内
容等をお知らせし、地元メディアにロータリー活動の
理解を深めて頂くと共に、一般市民へのロータリー活
動の広報を通じて、よりロータリー活動を広めるため
に開催しており、今年で13年目を迎えます。

TENの会

　転勤族の会員と地元会員との懇親を深める目的で
2009-10年度佐藤英典会長の発案、松井敏彦会員の声
掛けにより、「十年一日でありたい」「天まで届くように」
との思いを込め、転勤族の「転」をもじり、「TENの会」が
発足、発足会は平成22年3月29日に開催されました。
平成27年には5年目を迎えます。

（文責/丹治正博）



4

ニコニコBOX報告　　〈報告〉 緒方啓道 委員 本日のニコニコBOX投入額　23件¥60,000 累計  ¥2,013,000

○
丹
治 

正
博 

会
長

　

創
立
六
十
四
周
年
記
念
例
会
に
あ
た
り
、久
米

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
始
め
、
分
区
幹
事
様
、
第
一
分

区
の
会
長
、幹
事
様
の
ご
臨
席
を
心
か
ら
歓
迎
致

し
ま
す
。ま
た
ご
栄
転
さ
れ
る
五
名
の
皆
様
方
の

前
途
の
ご
多
幸
を
会
員
一
同
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

○
緒
方 

啓
道 

会
員

　

四
月
よ
り
、大
分
へ
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
当
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
の
数
々
の
思
い
出
を

抱
き
、
九
州
の
地
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
茂
田 

士
郎 

会
員

　

思
え
ば
四
年
前
の
今
日
創
立
六
十
周
年
記
念

大
会
を
開
く
予
定
で
し
た
。
三・
一
一
の
大
震
災

で
そ
れ
が
中
止
と
な
り
準
備
実
行
委
員
の
方
々

は
招
待
状
の
取
消
し
、試
食
ま
で
し
た
食
事
の
取

消
な
ど
、大
変
な
作
業
が
続
き
ま
し
た
。

○
田
沼 

紀
美
子 

会
員

　

創
立
六
十
四
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
は
、
娘
が
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
県
北
第
一
分
区 

久
米 

允
彦 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　
分
区
幹
事 

山
村 

忠
博 

様　

佐
藤 

慶
行 

様

　
二
本
松
Ｒ
Ｃ 

野
地 

ト
ヨ
子 

会
長

　
福
島
南
Ｒ
Ｃ 

高
橋 

勇
雄 

会
長

　
福
島
南
Ｒ
Ｃ 

吉
田 

和
義 

幹
事

○
坪
井 

大
雄 

幹
事

　

こ
の
た
び
会
長
が「
神
職
身
分
一
級
」に
昇
進

さ
れ
、神
社
本
庁
で
の
授
与
式
で
は
全
国
三
十
四

名
の
総
代
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

○
他
に
／
勢
島 

昇
／
菅
野
晴
隆
／
内
池 

浩
／

後
藤
洋
伸
／
加
納
武
志
／
古
俣 

猛
／
八
子
英
器

／
今
井
理
基
夫
／
氏
川
守
義
／
金
子
與
志
人
／

相
良
元
章
／
八
巻
恵
一

開会点鐘 丹治正博 会長
ロータリーソング「福島ロータリークラブの歌」
　ソングリーダー 菅野　晋 会員

「四つのテスト」唱和 菅沼　裕 会員
お客様並びに来訪ロータリアン紹介
会長挨拶 丹治正博 会長
退会挨拶 緒方啓道 会員
（中丸裕史会員、佐藤智英会員、両名転勤にて退
会されます）
ガバナー補佐挨拶 久米允彦 ガバナー補佐
招待クラブ代表挨拶 福島中央RC 箭内一典会長
各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
　　ニコニコBOX担当 右近八郎 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

＊　懇　親　会　＊

司会／親睦R家族委員会委員 相良元章 会員

開　会
アトラクション　“箏”演奏
　　題／「讃歌」　奏者／田沼琴絵 様
乾　杯 阿久津肇パストガバナー
懇　親
「手に手つないで」
閉　会 古俣　猛 副会長

例 会 次 第

家
族
旅
行

　

四
月
か
ら
子
供
達
の
部
活

等
が
忙
し
く
な
る
と
言
わ
れ

熟
考
し
た
結
果
、
家
族
旅
行

の
初
海
外
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
週
末
を
利
用

し
グ
ア
ム
へ
三
泊
四
日
の
行
程
で
し
た
が
、
寒

い
福
島
を
離
れ
や
や
暑
す
ぎ
る
く
ら
い
の
現
地

で
あ
っ
と
言
う
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
や
る
こ
と
と
言
え
ば
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と

食
べ
る
こ
と
し
か
な
い
訳
で
す
が
、
パ
ラ
セ
ー

リ
ン
グ
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
、
も
う
二
度
と
経
験

し
な
い
こ
と
を
や
っ
て
来
た
次
第
で
す
。
帰
国

後
妻
か
ら
一
言「
南
国
で
生
活
す
る
と
更
年
期
障

害
が
な
い
ら
し
い
」。

　

…
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
て
の
発
言
な
の
か
？
？

私のひとこと 金子與志人 会員

●奏者 田沼　琴絵 様（田沼会員ご息女）

●県北第一分区 ガバナー補佐  久米　允彦 様

　　〃 幹事  山村　忠広 様

　　〃 幹事  佐藤　慶行 様

　二本松ロータリークラブ 会長 野地トヨ子 様

　　〃  幹事 菅野　京一 様

　福島南ロータリークラブ 会長 高橋　勇雄 様

　　〃  幹事 吉田　和義 様

　福島西ロータリークラブ 会長 高梨　哲男 様

　　〃  副幹事 冨塚　新吉 様

　福島中央ロータリークラブ 会長 箭内　一典 様

　　〃  幹事 丹野　良一 様

　二本松あだたらロータリークラブ 会長 秋山　和久 様

　　〃  幹事 齋藤　勝美 様

お客様並びに来訪ロータリアン紹介


